
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2022年10月13日

【四半期会計期間】 第145期第３四半期(自 2022年６月１日 至 2022年８月31日)

【会社名】 株式会社ホテル、ニューグランド

【英訳名】 HOTEL NEWGRAND CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長兼社長　　原　　信　造

【本店の所在の場所】 横浜市中区山下町10番地

【電話番号】 （045）681-1841

【事務連絡者氏名】 常務取締役財務本部長　　岸　　晴　記

【最寄りの連絡場所】 横浜市中区山下町10番地

【電話番号】 （045）681-1841

【事務連絡者氏名】 常務取締役財務本部長　　岸　　晴　記

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社ホテル、ニューグランド(E04566)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第144期

第３四半期累計期間
第145期

第３四半期累計期間
第144期

会計期間
自 2020年12月１日
至 2021年８月31日

自 2021年12月１日
至 2022年８月31日

自 2020年12月１日
至 2021年11月30日

売上高 (千円) 2,192,889 3,009,490 3,195,670

経常損失（△） (千円) △503,306 △236,713 △468,692

当期純利益又は四半期純損失
（△）

(千円) △558,501 △242,032 1,319,982

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) - - -

資本金 (千円) 2,016,151 100,000 100,000

発行済株式総数 (千株) 1,181 1,181 1,181

純資産額 (千円) 1,323,853 2,957,472 3,195,698

総資産額 (千円) 7,163,186 7,651,926 8,073,996

１株当たり当期純利益又は１株当
たり四半期純損失（△）

(円) △473.22 △204.92 1,118.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) - - -

１株当たり配当額 (円) - - -

自己資本比率 (％) 18.5 38.7 39.6
 

 

回次
第144期

第３四半期会計期間
第145期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2021年６月１日
至 2021年８月31日

自 2022年６月１日
至 2022年８月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △166.32 △131.17
 

（注） 1 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、

当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

2　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

3　四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

4　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、該当事項はありません。

 

２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要

なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

　

継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、前事業年度においてタワー館底地の不動産譲渡に伴う固定資産売却益1,390,000千円を計上したことに

より、当期純利益1,319,982千円となりましたが、営業損失、経常損失を計上いたしました。当第３四半期累計期

間においても、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の影響などにより、300,098千円の営業損失、236,713千円

の経常損失及び242,032千円の四半期純損失を計上しており、本格的な業績回復までには至っていないことから、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。なお、当社が営むホテル業は、第４四

半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向があります。

これらの状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在していますが、当該重要事象

等を解消、改善するための対応策として、事業面においては、各部門における収益力向上のための施策を実施する

ことにより収益を確保していくとともに、人員配置等の見直しや業務効率化等による人件費や業務委託費のコスト

削減に努めることにより、営業黒字を回復し、当該重要事象等が早期に解消されるよう取組んでまいります。

具体的な各部門の施策としては、宿泊部門では研修等の実施によるサービス力の向上や客室内備品の見直し等に

よる客室の品質向上、宴会部門では営業体制の強化による顧客確保、そしてレストラン部門では市場動向を踏まえ

た的確な商品展開やメディア利用による集客力向上を実施してまいります。

さらに、新型コロナウイルス感染症が拡大している状況において、レストランでのテイクアウト料理の販売や、

オンラインショップの拡充など、サービス向上に努めております。

また、資金面においても、当第３四半期会計期間末において現金及び預金2,357,558千円を保有し、運転資金の効

率的な調達のために主要取引銀行と当座貸越契約を締結し、必要な資金枠を確保しており、支障はないと判断して

おります。

以上により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営者の視点による当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する認識及び分析の検討内容は

次のとおりであります。文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであ

ります。

（1）財政状態及び経営成績の状況　

当第３四半期累計期間（2021年12月１日～2022年８月31日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染

症による厳しい状況が少しずつ緩和されはじめ、先行きは、各種政策の効果や海外経済の改善から景気の持ち直し

が期待されるものの、ロシアによるウクライナ侵攻から政情不安も拡大し、原材料価格の上昇や急激な原油高騰、

円安進行などの影響により、食料品価格の値上げなどもあり個人消費の動向等、不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当第３四半期累計期間の売上高は、3,009,490千円（前年同四半期比37.2％増）となりま

した。

販売費及び一般管理費は、2,523,803千円（前年同四半期比16.4％増）となりました。営業損失は300,098千円

（前年同四半期は642,558千円の営業損失）、経常損失は236,713千円（前年同四半期は503,306千円の経常損失）と

なりました。

　また、当第３四半期累計期間の四半期純損失は242,032千円（前年同四半期は558,501千円の四半期純損失）とな

りました。

　なお、当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向がありま

す。

 
セグメント別の業績は以下のとおりであります。
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（ホテル事業）

　ホテル事業の当第３四半期累計期間の業績は、売上高2,974,152千円（前年同四半期比38.1％増）、営業損失

326,697千円（前年同四半期は670,613千円の営業損失）となりました。

　なお、主な部門別の売上高は、宿泊部門814,957千円（前年同四半期比53.2％増）、レストラン部門882,513千円

（前年同四半期比24.5％増）、宴会部門1,029,535千円（前年同四半期比42.9％増）となりました。

（不動産賃貸事業）

 　不動産賃貸事業の当第３四半期累計期間の業績は、売上高35,338千円（前年同四半期比9.6％減）、営業利益

26,599千円（前年同四半期比5.2％減）となりました。

 

 
当社の財政状態は、次のとおりであります。

（資産）

資産合計は7,651,926千円（前事業年度末比422,070千円減）となりました。

 主な要因は現金及び預金362,072千円の減少や、売掛金25,075千円の増加、有形固定資産83,187千円の減少などで

あります。

（負債）

負債合計は4,694,453千円（前事業年度末比183,844千円減）となりました。

 主な要因は買掛金93,612千円の減少や、未払費用40,995千円の減少、引当金40,498千円の増加、長期借入金84,000

千円の減少、退職給付引当金31,733千円の減少などであります。

（純資産）

純資産合計は2,957,472千円（前事業年度末比238,226千円減）となりました。

 主な要因は四半期純損失242,032千円であります。

 
 （2）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断す

るための客観的な指標等について重要な変更はありません。

 

（3）資本の財源及び資金の流動性

当社の資金需要のうち主なものは、設備投資資金のほか、食材等の仕入や人件費等の販売費及び一般管理費等の

営業費用であります。

当社は、運転資金につきましては自己資金及び金融機関からの短期借入金を基本としており、設備投資につきま

しては自己資金及び金融機関からの長期借入金を基本としております。

なお、当第３四半期会計期間末における借入金残高は2,732,000千円となっております。また、当第３四半期会計

期間末における現金及び現金同等物の残高は2,357,558千円となっております。

 

（4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 
（6）研究開発活動

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,600,000

計 4,600,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(2022年10月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,181,448 1,181,448
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 1,181,448 1,181,448 ― ―
 

（注）発行済株式のうち10,168株は、譲渡制限付株式報酬として、金銭報酬債権（30,409千円）を出資の目的とす

る現物出資により発行したものです。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2022年６月１日～
　2022年８月31日

- 1,181,448 - 100,000 - -
 

　　　　

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2022年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 300

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,708
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式1,170,800

単元未満株式 普通株式 10,348 ― ―

発行済株式総数 1,181,448 ― ―

総株主の議決権 ― 11,708 ―
 

(注) 「単元未満株式」の中には当社所有の自己株式73株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
ホテル、ニューグランド

横浜市中区山下町10 300 - 300 0.03

計 ― 300 - 300 0.03
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2022年６月１日から2022年８月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2021年12月１日から2022年８月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          前事業年度
(2021年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,719,631 2,357,558

  売掛金 242,292 267,368

  原材料及び貯蔵品 96,352 103,754

  未収還付法人税等 5,963 -

  その他 50,416 41,223

  貸倒引当金 △50 △20

  流動資産合計 3,114,605 2,769,884

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 7,690,756 7,690,756

    減価償却累計額 △4,824,815 △4,903,920

    建物（純額） 2,865,941 2,786,835

   建物附属設備 5,696,255 5,767,388

    減価償却累計額 △4,814,353 △4,896,476

    建物附属設備（純額） 881,901 870,911

   土地 750,415 750,415

   その他 1,977,284 1,988,051

    減価償却累計額 △1,837,702 △1,886,067

    その他（純額） 139,581 101,984

   建設仮勘定 - 44,504

   有形固定資産合計 4,637,839 4,554,652

  無形固定資産 59,544 56,568

  投資その他の資産   

   差入敷金保証金 182,364 182,357

   その他 79,642 88,464

   投資その他の資産合計 262,006 270,821

  固定資産合計 4,959,391 4,882,042

 資産合計 8,073,996 7,651,926

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 289,956 196,343

  短期借入金 850,000 850,000

  1年内返済予定の長期借入金 221,000 233,000

  未払費用 213,842 172,847

  未払法人税等 2,447 1,835

  未払消費税等 36,973 47,997

  未払事業所税 15,315 11,590

  前受金 171,291 -

  引当金 3,501 44,000

  契約負債 - 157,507

  その他 95,897 130,471

  流動負債合計 1,900,224 1,845,593

 固定負債   

  長期借入金 1,733,000 1,649,000

  長期未払金 24,100 13,100

  再評価に係る繰延税金負債 55,018 55,018

  退職給付引当金 889,102 857,369

  長期預り保証金 270,350 269,254

  その他 6,501 5,117

  固定負債合計 2,978,073 2,848,860

 負債合計 4,878,298 4,694,453
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           (単位：千円)

          前事業年度
(2021年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金 1,085,433 1,085,433

  利益剰余金 2,350,735 2,110,707

  自己株式 △1,039 △1,190

  株主資本合計 3,535,129 3,294,950

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 2,827 4,779

  土地再評価差額金 △342,257 △342,257

  評価・換算差額等合計 △339,430 △337,478

 純資産合計 3,195,698 2,957,472

負債純資産合計 8,073,996 7,651,926
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2020年12月１日
　至 2021年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年12月１日
　至 2022年８月31日)

売上高 ※1  2,192,889 ※1  3,009,490

売上原価 667,857 785,785

売上総利益 1,525,031 2,223,705

販売費及び一般管理費 2,167,590 2,523,803

営業損失（△） △642,558 △300,098

営業外収益   

 受取利息及び配当金 1,973 2,122

 雇用調整助成金 ※2  69,959 ※2  28

 補償金収入 ※3  42,292 ※3  34

 受取協力金 ※4  47,928 ※4  66,109

 受取保険金 3,787 2,987

 その他 4,844 9,628

 営業外収益合計 170,786 80,911

営業外費用   

 支払利息 21,436 17,437

 支払手数料 10,000 -

 その他 97 88

 営業外費用合計 31,534 17,526

経常損失（△） △503,306 △236,713

特別損失   

 固定資産除却損 204 3,483

 投資有価証券評価損 53,154 -

 特別損失合計 53,359 3,483

税引前四半期純損失（△） △556,665 △240,196

法人税、住民税及び事業税 1,835 1,835

法人税等合計 1,835 1,835

四半期純損失（△） △558,501 △242,032
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、「ニューグランドクラブ・フェニックスクラブ」に関するポイント制度については、従来、将

来にポイントとの交換に要すると見込まれる費用を引当金として計上する方法によっておりましたが、当該ポ

イントが重要な権利を顧客に提供する場合、履行義務として識別し、収益の計上を繰り延べる方法に変更して

おります。

発行した商品券については、従来、一定期間経過後に一括して未使用部分を収益として認識する方法によっ

ておりましたが、未使用部分のうち、当社が将来において権利を得ると見込む部分に関しては、他の使用部分

の収益の認識に比例して収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従って

ほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会

計基準第86項また書き(１)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更

について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四

半期会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高、販売費及び一般管理費、営業損失、経常損失、税引前四半期純

損失、及び利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「引

当金（ポイント引当金）」及び「前受金」は、第１四半期会計期間より「契約負債」に含めて表示しておりま

す。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める

経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

 

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

(企業会計基準第10号 2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響は

ありません。
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(追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響により、ホテル事業において、需要低下や営業活動の抑制を余儀なくされてお

ります。今後の拡大又は収束を予測することは困難な状況でありますが、当社は、徐々に持ち直し2023年11月期の

期首に収束すると仮定して会計上の見積り(固定資産の減損損失の検討等）及び継続企業の前提に係る資金繰りの検

討を実施しております。

　なお、当該見積りは現時点での最善の見積りであるものの、新型コロナウイルス感染症の収束時期は不透明であ

ることから、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化した場合、上記の見積りの結果に影響し、翌四半期以降の

財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

前第３四半期累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年８月31日）及び当第３四半期累計期間（自　2021年

12月１日　至　2022年８月31日）

当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向があります。　

 

※２　雇用調整助成金

前第３四半期累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年８月31日）

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金であります。

 
当第３四半期累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年８月31日）

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金であります。

 
※３　補償金収入

前第３四半期累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年８月31日）

ＧｏＴｏトラベル事務局から事業者に対して支払われるＧｏＴｏトラベル事業の一時停止等の措置に係る旅行

代金の補償額であります。

 
当第３四半期累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年８月31日）

ＧｏＴｏトラベル事務局から事業者に対して支払われるＧｏＴｏトラベル事業の一時停止等の措置に係る旅行

代金の補償額であります。

 
※４　受取協力金

前第３四半期累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年８月31日）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う神奈川県からの感染拡大防止協力金等であります。

 
当第３四半期累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年８月31日）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う神奈川県からの感染拡大防止協力金等であります。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2020年12月１日
 至 2021年８月31日)

 
当第３四半期累計期間
(自 2021年12月１日
 至 2022年８月31日)

 

減価償却費 224,017千円  212,569千円  
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2020年12月１日 至 2021年８月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 2021年12月１日 至 2022年８月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2020年12月１日 至 2021年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

      

　外部顧客への売上高 2,153,787 39,102 2,192,889 - 2,192,889

      

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 2,153,787 39,102 2,192,889 - 2,192,889

セグメント利益又は損失（△） △670,613 28,054 △642,558 - △642,558
 

(注) セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

 
Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2021年12月１日 至 2022年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

      

　外部顧客への売上高 2,974,152 35,338 3,009,490 - 3,009,490

      

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 2,974,152 35,338 3,009,490 - 3,009,490

セグメント利益又は損失（△） △326,697 26,599 △300,098 - △300,098
 

(注) セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する

会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の「ホテル事業」の売上高は1,178千円減少、セグメ

ント損失は1,034千円減少しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第３四半期累計期間(自 2021年12月１日 至 2022年８月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント

合計ホテル事業 不動産
賃貸事業宿泊 宴会 レストラン その他

顧客との契約から生じる収益 814,957 1,029,535 853,164 233,945 - 2,931,602

その他の収益 - - 29,349 13,201 35,338 77,888

合計 814,957 1,029,535 882,513 247,146 35,338 3,009,490
 

(注) その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2020年12月１日
至 2021年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年12月１日
至 2022年８月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △473円22銭 △204円92銭

 (算定上の基礎)   

四半期純損失（△）(千円) △558,501 △242,032

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △558,501 △242,032

普通株式の期中平均株式数(株) 1,180,222 1,181,108
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ホテル、ニューグランド(E04566)

四半期報告書

16/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年10月13日

株式会社ホテル、ニューグランド

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査人
 

東京事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 斉　　藤　　直　　樹  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 香　月   ま　ゆ　か  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホテ

ル、ニューグランドの2021年12月１日から2022年11月30日までの第145期事業年度の第３四半期会計期間（2022年６月１

日から2022年８月31日まで）及び第３四半期累計期間（2021年12月１日から2022年８月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホテル、ニューグランドの2022年８月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点におい

て認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか
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結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存

続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
　　　　　　　以　上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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